
事業所名 聴覚障害児支援 かいじゅうの森（放課後等デイ）    支援プログラム（参考様式）     作成日 令和７ 年 ３ 月  15 日 

法人（事業所）理念 

子どもの権利条約及び障害者権利条約を基本理念として位置づけ、子ども達が権利を行使する者として「生きる権利」「教育を受ける権利」「発達を保

障される権利」「参加する権利」を保障し支援する。また、将来自立し、社会参加するために必要な支援を求めながら、自分で考え、自分で判断し、

自分で選び、自分で責任を持って行動できる力の育成を目ざす。 

支援方針 

☆子どもたちが生き生きと活動し、多様な価値と出会える居場所作り☆基本的生活習慣及び望ましい生活習慣の育成☆豊かにコミュニケーションでき

る環境作り☆法令遵守に努め、子ども達が将来社会人として生きる基礎を育む場作り☆保護者・学校・療育機関・地域・行政との連携☆スタッフとし

ての資質向上 

営業時間 
授業日  １１：００～１７：３０  

長期休業日 ９：００～１７：３０ 
送迎実施の有無 あり    なし 

 支援内容 

本 

人 

支 

援 

健康・生活 
・自分の身だしなみや集団生活におけるマナーを身に付けられるように声掛けをします 

・友達やスタッフと手話で話をすることで信頼関係を作り、情緒の安定を図ります 

運動・感覚 
・外遊びや部屋での活動で全身を使い体幹を鍛え、体力をつけられるように支援します。 

・遊びや活動の中に、箸や洗濯ばさみ等指先を使う教具を取り入れています 

認知・行動 
・楽しむ中で、予測し、考えられるような声掛けや見守りをします 

・絵や文字でスケジュールを視覚的に提示し、流れを把握して行動できるように支援します 

言語 

コミュニケーション 

・経験を通して言葉を豊かにし、伝えあう力が育つよう支援します 

・必要なサポート（手話・指文字・口話・絵カード・筆談・ジェスチャー）を自分で周りの人に説明できるように支援します 

・興味のある本の提供や、本の貸し出しを行います 

人間関係 

社会性 

・リーダー役や、イベントでの役割を持つことで、自己有用感が育つよう場面設定をします 

・ろう社会人やろう学生と出会う場を作り、将来の見通しやなりたい姿を考えるきっかけづくりをします 

家族支援 
面談のときに様子をお伝えしながら保護者との信頼関係を築い

ていく 
移行支援 

併行利用先との連携 地域とつながりの

取組 

地域支援・地域連携 

・連携会議を定期的に開催し、情報収集・役割分担について協議

します。   

・各関係機関からの情報に基づき、具体的な場面でのこどもと

の関わり方を話し合います。 

職員の質の向上 事業所内・外研修の受講 

主な行事等 ﾎﾞｰﾄﾞｹﾞｰﾑ大会 他事業所との交流(zoom 交流) 夏祭り お買い物体験 バス体験 毎月の制作 防災訓練 避難訓練 


